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【要約】 本稿では,歴史学習におけるホームページ利用を考えていくための基礎作業として,愛知県内における

公立の歴史系博物館・資料館のホームページにっいて,子どもの調べ学習に対応できるかどうかという視点から検

討をおこなった。その結果,現状では愛知県清洲町貝殻山貝塚資料館以外には子どもの調べ学習に対応したホーム

ページは開設されていないこと,またそれ以前の問題として博物館・資料館独自のホームページがほとんど開設さ

れていないことが明らかとなり,今後学校教育との一層の関連を図った充実が必要と考えられる。
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新学習指導要領により,各教科におけるコンピュー

タ・情報通信ネットワークなどの情報手段の積極的活

用が求められることになった。社会科歴史学習におい

ては,子どもの調べ学習の道具として(そして教師の

教材収集の道具としても)インターネット上のホーム

ページ(以下HP)を用いることが想定できる。だが,

具体的には子どもの調べ学習に役立つHPはなかなか

思いあたらないのではないだろうか。学校現場におけ

るコンピュータ環境は急速に整備されつつあるが,ハー

ド面が先行し,HPの充実といったようなソフト面の

整備についてはやや立ち遅れているように思われる。

ソフト面の充実に関する方向性については,バー

チャル・エージェンシー「教育の情報化プロジェクト」

報告が非常に示唆的である(1)。この報告では, ソフ

ト面の取り組みの一つとして「関係省庁・民間が連携

して,質の高い教育用コンテンツの開発やそれらの提

供を推進する事業を実施する」ことを掲げており,具

体的には次のように述べられている。

教育用コンテンツ・HPの開発等に当たっては,

新学習指導要領に対応して教科・科目・単元ごと

とに区分を設ける工夫などをする必要がある。

特に当面は,例えば,理科・社会などの教科や

新設される「総合的な学習の時間」の中で取り上

げられる環境やボランティア活動など,学校現場

のニーズが大きいと考えられるテーマを中心に充

実させることが考えられる。
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(1)各種の教育用コンテンツ等に関する情報提

供を行う総合的サイトの開設

公的機関・民間企業・団体などが開設し

ている各種の教育用コンテンツ・HP等の

情報を収集・管理・提供するとともに,有

益なHP等にリンクできる総合的な教育用

サイトを開設する。このサイトからリンク

できるHP等は,産・官・学が連携して作

成または選択する。

(2)博物館・美術館・大学・研究機関等におけ

るデジタル・アーカイブ化の推進,子ども向

けコンテンツ・HP等の作成・開設

全国の公的機関が有する資料等を教育用

コンテンツとして活用するため,国公立の

博物館・美術館・大学・研究機関等におけ

る資料のデジタル・アーカイブ化や子ども

向けの解説の設定などを推進する。また,

公的機関や私立の教育機関・民間企業・団

体等において子ども向けHPを開設しても

らうよう広く呼びかける。その際,HP開

設などについて必要な情報を提供する等の

支援を行う。

また,そのためには,ます各省庁や都道

府県などが率先して,子ども向けHPの開

設を進める必要がある。

なお,これらの取り組みに当たっては,

単に使用漢字をひらがなに書き直したりす

るだけではなく,内容的にも子どもたちが

理解しやすいように抜本的に工夫する必要
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がある。

(3)民間企業・団体等による教育用コンテンツ

等の開発支援

民間企業・団体等による教育用コンテン

ツ等の開発を促進するため,以下の事業を

実施する。

(①~③省略)

(4)各種の研究開発事業の成果の活用

「先進的教育用ネットワークモデル地域

事業」をはじめ各種の研究開発事業の成果

をデータベース化するなど,情報を共用化

して活用する。

これらの中でも特に(2)に注目したい。歴史学習

で利用する情報は,一定程度学問的成果に基づいた信

憑性のあるものでなければならない。となれば,学芸

員や専門家によって一定水準の専門性を保証されてい

る博物館・資料館から発信されるHPの情報は,学習

活動において非常に利用価値が高いと考えられる。

また双方向性を持ち,物理的距離が障害にならない

インターネットは,今後,地域の博物館・資料館と学

校教育,いいかえれば専門家(学芸員)と子どもだち

との連携の新しい手段となりえるものであり,HPは

その窓口として有効な役割を果たしていくものと考え

られる。

そこで本稿では,歴史学習におけるHP利用を考え

ていくための基礎作業として,愛知県内における公立

の歴史系博物館・資料館のHPの現状について,子ど

もの調べ学習に対応できるかどうかという視点から検

討をおこなうものである。

2。調べ学習に適したHPの要素

博物館・資料館のHPの具体的な検討に入る前に,

調べ学習に適したHPとはどのような要素が必要なの

かを整理しておきたい。

a.子どもたちにわかりやすいこと

親しみやすいようにイラストなど用いることも勿論

必要だが,読めない漢字が多かったり,説明が硬い表

現で理解できないようでは,子どもたちが利用するこ

とはできない。小学生向け・中学生向けというように,

対象年齢によって使用する漢字・説明などを考慮した

HPでなければならない。

また,トップページでHPの内容が一覧できたり,

その施設の目玉や得意な分野がすぐにわかるようなレ

イアウトになっているというように,必要な情報が掲

載されているかどうか判断できるよう配慮されている

ことも大切であろう。

b.良質な情報であること

先に述べたが,学習で利用する情報は一定程度信憑

性のあるものでなければならない。

それから,発信者の得意分野に関する情報について

はどこよりも詳細な内容であるとか,他の地域では見

られないような地域に根ざした情報が発信されている

といったように,そのHPでなければ見ることができ

ないような個性的な内容を発信していることも重要で

ある。

そしてHPの内容にもよるが,情報の更新・追加が

常におこなわれていることも大切であろう。

c.関連した情報へのリンクがあること

類似の情報を発信しているHPへのリンクがあれば,

芋づる式に情報を探すことが可能となり,より深い学

習や情報検索への手がかりとなる。

また前述の情報の更新とも関係するが,常にリンク

先が存在するかを確認されていることも(表面的には

分からないが)大切であろう。

d.著作権について説明されていること

HPに掲載されている図や画像などの著作権につい

て,学校内で利用するならフリーとしてよいのか,問

い合わせが必要なのか,どんな場合でも転載厳禁なの

が,これらのことが明言されていれば,スムーズに授

業で使うことができる。

e.メールなどで質問・問い合わせができること

メールアドレスを掲載したり,専用のフォームを用

意してあるHPなら,子どもたちが疑問に思ったこと

を質問し,解決できる手がかりの一つとなる。

また,質問をまとめたFAQなどがHPに用意され

ていると便利である。

以上が調べ学習に適したHPの要素ではないかと考

えている。そしてこの中でも特に「メールなどで質問

・問い合わせが出来ること」が重要な要素と考える。

というのも,インターネットは単なる情報収集の手段

としてだけではなく,人と人とのコミュニケーション

の手段としても非常に有効性を持っているからであ

る。疑問に思った事を質問し,それに対してHPの発

信者が回答するというコミュニケーションは,従来の

情報源には見られなかった貴重な付加価値ではないだ

ろうか。

また,実際に調べ学習をスムーズに進めるためには,

教師が情報の所在をある程度把握し,子どもに対して

適切なアドバイスをしていくことも必要であろう。確

かに子どもたちが試行錯誤をして新しい情報を見つけ

ていくことも大切であるが,何もないところから必要
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な情報を探していくのは相当の手間がかかり,無駄な

時間を費やすことになる可能性が高い(2)。そう考え

た場合,子どもの調べ学習を想定したリンク集(3)を

作成しておくことも重要となってくるであろう。

3。愛知県内公立歴史系博物館・資料館における

HPの現状

それでは,愛知県内の公立歴史系博物館・資料館

(73施設を対象)におけるHPの現状について見てい

きたい(4)。

ます,HPで情報が発信されている博物館・資料館

は36施設と約半数で,予想以上に少なかったというの

が正直な感想である。またこのほとんどが,各自治体

のHP内での情報発信という形をとっており,決して

独自のHPでの情報発信ではない。独自のHPを持っ

ている博物館・資料館は,愛知県清洲町貝殻山貝塚資

料館,蒲郡市博物館,名古屋市博物館の3施設のみで

ある。そのため,独自のメールアドレスを持っている

館もこの3館のみである(新城市設楽原資料館HPで

もメールアドレスは表記されているが,管理者の行政

部総務局のものと考えられる)。

発信されている内容であるが,各自治体のHPから

発信されている博物館・資料館については,そのほと

んどが概要や利用案内といった施設紹介のみの情報に

とどまっており,その博物館が所有する資料に関して

の情報や,地域の歴史の情報などは発信されていない。

比較的多くのページを用いて情報が発信されているH

Pは次の3施設である。

愛知県陶磁資料館

施設の概要・利用案内といった広報的内容が中

心だが,「収蔵品案内」で,一部の収蔵品に関

する情報を発信。

新城市設楽原資料館

設楽原の戦いについての展示資料,そして設楽

出身の岩瀬忠震の展示資料など13点に関しての

情報を発信。

師勝町歴史民俗資料館

現在行われている企画展および過去に行われた

企画展・特別展の様子を発信。

これらのHPにおいては,地域的・個性的な内容を

持つ良質の情報も発信されている。しかし,残念なが

ら小・中学校の子どもたちにとっては,決してわかり

やすいページとはなっておらす,調べ学習には不十分

な内容と言わざるをえない。(ただし教師の教材研究

には利用価値が高いものと思われる。)

単独でHPを持っている3施設については,複数の

ページを用いて数々の情報が発信されている。

蒲郡市博物館は,博物館資料についての情報はほと

んど発信されていないものの,「がまごおり年表(一

部工事中)」「市内の指定文化財」「市内の天然記念物」

といった市域に関する情報が発信されている。

また「百人一首に挑戦!」といったクイズがあったり,

全体的に画像を多く使うなどして親しみのあるイメー

ジのHPになっている。

また名古屋市博物館は「平成11年度名古屋市博物館

の展覧会案内」「家族映画会のご案内」といった広報

的な要素の情報は多く発信されているが,博物館資料

の情報はほとんど発信されていないHPとなっている。

これら2施設のHPは,残念ながら子どもの利用に対

してはほとんど配慮されておらす,調べ学習には不向

きである。

愛知県清洲町貝殻山貝塚資料館のHPは「情報発信

源である愛知県清洲貝殻山貝塚資料館と,周辺の考古

学情報を雑誌風に提供することを目的」としたもので,

質・量ともに充実したものとなっている。特に朝日遺

跡に関しての情報は,発掘情報の成果をもとに多くの

内容が発信されている。また,「世代や専門分野を問

わす,楽しめるような内容になれば,と考えています」

の言葉に見られるように,内容も色々工夫がされてお

り,例えば「インターネット展示室」では小銅鐸の音

をWaveアアイルとしてダウンロードすることが可能

である。

そしてなにより注目したいのは,子どもへの配慮と

して「こども考古学教室」が作られている点である。

以下詳しく見ていきたい。

「こども考古学教室」のトップページは,「時関わ

り」と称して,

1時間目

2時間目

3時間目

4時間目

自由研究

朝日いせきへ行こう!

やよい人の生活

やよい人グルメ

やよい都市・朝日いせき

図書館・博物館たんけん隊

の5項目を掲げ,それぞれがどのような内容のページ

なのか判るようになっている。ここで発信されている

内容は特に朝日遺跡を軸に考古学や弥生時代を学べる

ようになっており,地域的・個性的な内容となってい

る。

また記述に関しては,例えば発掘調査の写真を,
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さあ,今日はみんなと来たのは,「朝日いせき」

というところだ。たくさんの人が,なにかしてい

るよ。あれは,「発掘調査(はっくつちょうさ)」

といって,地面の下にうまってしまった,大昔の

人々の生活の跡(あと)を,土をほってしらべて

いるんだ。
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と説明しているように,平仮名を多く用い,小学生も

読むことができる表現となっている。

また文中には「貝がら山はかせ」のマークがあり

(上の記述であれば「朝日いせき」と「発掘調査(はっ

くつちょうさ)」の後にある)これを押すと難しい用

語の説明のページが表示されるようになっている。ハ

イパーリンク利用の好例であろう。

関連情報のリンクに関しては,「自由研究 図書館･

博物館たんけん隊」が該当する。このページ内では4

冊の本の紹介,3件のリンクがある。本を紹介してい

る点は,情報収集の幅を広げるという点で非常に意味

を持つのではないかと思われる。

また「博物館散歩」という考古学関係のリンク集で

は,90件を越えるリンクが張ってあり,また短いなが

らもコメントがつけられている。これは「こども考古

学教室」とは別のところにあり,特に子ども向けに作

られてはいないが,関連する情報へのリンクとしては

非常に便利なものである。

質問の受付に関しては,

質問(しつもん)があったら,かえりにポスト

に手紙をいれよう。(ポストのマークをおしてね。)

貝がら山はかせが「でんしメール」で答えてくれ

るよ。

とあり,マークを押すと,「しつもんの手紙」という

フォームが表示され,簡単にメールが送れるよう配慮

されている。

著作権に関しては,別のページで「このホームペー

ジで使用している写真,図などは,愛知県清洲貝殻山

貝塚資料館(財)愛知県埋蔵文化財センターに著作権

があります。従って,無断転載,無断使用については

厳禁です。」と明示されている。できれば学校での利

用はフリーに許可されることが望ましいが,これなら

著作権上の問い合わせが必要ということが明確である。

このように「子ども考古学教室」は調べ学習に適し

た要素を基本的に含む,非常によく考えて作られてい

るHPといえるものである。

ところで,このHP最新更新日は98年3月12日で止

まっている(それ以前は頻繁に情報が更新されていた)。

これは資料館が98年4月1日より施設改装のため長期

休館となったことによるが,県の財政難のため残念な

がら開館のメドはたっていないそうである。できるこ

とならばこのHPだけでも継続運営していただけたら

と思う。(5)

5。おわりに

以上,愛知県内公立歴史系博物館・資料館のHPを

子どもの調べ学習への対応という視点から検討したわ

けだが,現状では愛知県清洲町貝殻山貝塚資料館以外

には子どもの調べ学習に適したHPは開設されていな

いこと,またそれ以前の問題として,博物館・資料館

独自のHPがほとんど開設されていないことが明らか

になった。もちろん自治体内での施設の位置づけ・予

算規模・職員数といった博物館・資料館側の個別の問

題により,簡単にHPを開設することができない事情

もあるものと思われる。しかし,博物館が所蔵する資

料に関しての情報を発信することは今後の博物館・資

料館における重要な課題の一つであり,今後HPを開

設する博物館・資料館は増えていくのは間違いないだ

ろう(実際予算が計上されれば来年度にHPを開設す

るという資料館もある)。その際には,学校教育現場

が新学習指導要領の実施に伴って2002年以降に迎える

状況を配慮して,子どもの調べ学習に適したHPも同

時に開設してもらえるよう願いたい。

また今回は博物館・資料館を検討対象としたわけだ

が,「情報の教育化プロジェクト」報告では,大学に

対しても教育用コンテンツ・HPの開発を求めている。

これに対してどのように答えていくのか,我々の今後

の大きな課題の一つといえるだろう。この点に関して

は,別稿により報告したい。

註
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といった内容ももりこまれている。しかし,その後発

表された「ミレニアム・プロジェクト(新しい千年紀

プロジェクト)基本的な枠組みと構築方針について」

(1999年10月19日内閣総理大臣決定,全文については

http://www.kantei.go.jp/jp/mille/991020

millpro.html を参照)では,教育の情報化のプロ

ジェクトの概要として

○全国の全ての学校におけるインターネット環境の

整備

公立小中高等学校を対象とした校内ネットワー

ク(LAN)機能の整備の支援等。

○コンピュータ環境を十分活用し得る体制整備

公立学校教員の研修。

質の高い教育用コンテンツの総合的提供の推進。
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を,プロジェクトの構築方針として

・教育用コンテンツの開発・普及については,民間

事業者の創意工夫を活用するものとする。

・技術開発については,必要不可欠なものに限る。

を掲げている。ここでは「教育の情報化プロジェクト」

報告の(2)で示された博物館・美術館・大学・研究

機関等における教育用コンテンツの開発という点は明

示されなかった。今後の動向に注目していきたい。

(2) 仮に,徳川家康が開いた江戸幕府について詳しく調

べたいと考え,サーチェンジンの「こねっとgoo」

を用い,「徳川家康 江戸幕府」という検索語で検索

をかけたとする。この場合検索結果は2939件で(1999

/11/13現在),結果の一番初めのものは,岩波書店

HP内の『徳川家康』(文庫)を紹介するHPであっ

た。

(3) 子どもの調べ学習の手がかりとなりそうなリンク集

としては,

0こねっと・ワールドの「こねっと図書館」

http://www.wnn.or.jp/wnn-s/tosyokan

/index_f1.htm1(各教科ごとにHPを分類)

○文渓堂の「インターネット資料集」

http://www.bunkei.co.jp/takara/siryou

/siryou.html (小学校の5・6年生の社会科

の学習に利用できるHPなどを学習内容毎に分類

し紹介)

○松下幸司さん(大阪大学大学院生)の「博物館の

博物館」

http://candy.hus.osaka-u.ac.jp/esthome

/matuSita/Museum/MuSeum.htm1(「知

りたいな」という知的好奇心を満足させてくれる

HPを蒐集)

などがある。勿論これら以外にも数多くのHPがある

のはいうまでもない。例えば,日本教育工学会編『イ

ンターネットが教育を変える』(明治図書, 1999)に

収録されている「資料 インターネットの教育利用を

考えるための参考資料」においても「教材・実践事例」

としていくつか紹介されているので参照されたい。

(4) 各博物館・資料館のURLについては,[資料:愛

知県内公立歴史系博物館資料館におけるHPの開設状

況]を参照されたい。

(5) 愛知県清洲町貝殻山資料館HPは近日中にURL変

更の予定があり,そこでは質問の受付はおこなわない

予定であるとのことであった。

[付記]本稿は土屋武志の指導のもと神田竜也が執筆したも

のである。また,作成にあたり宝飯郡音羽中学校の

川本篤史氏にも実践上の視点からHP利用に関する

意見など助言いただいた。記して感謝いたします。
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[資料:愛知県内公立歴史系博物館・資料館におけるHPの開設状況 1999/11/8現在]
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